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書 式 ］CALL BINLOAD(＜番号＞ ［，＜機能依存フラグ＞］ ［，＜展開アドレス

＞］［，＜バイト数＞］）

解 説 ］バイナリシステムの仕様に基づき、＜番号＞の連結データを指定さ

れたメモリヘ転送し、実行します。

く番号＞は 1バイトの整数で、以下のフラグを格納します。

bit0~5 格納データ番号 (0~63)

bit6 写しモード (O:OFFl:ON) 

bit7 一気モード (O:OFFl:ON) 

通常はく番号＞の連結データの連結情報を DMシステム2のインフォ

メーションエリアヘ書き出して処理を終了します。 “O"を指定すると

バイナリテーブルのヘッダ情報を書き出します。

「写しモード」は、＜番号＞の連結データをバイナリテープル構築

時に設定したアドレスヘ転送を行います。 BPE圧縮された連結デー

タは自動的に展開します。

「一気モード」は、バイナリテープル構築時に設定したアドレスへ

データ転送を行った上で、そのデータを実行します。実行の動作は

データの種類により異なります。 BPE圧縮されたデータは自動的に

展開します。

＜機能依存フラグ＞は 1バイトの整数で、バイナリテープル構築時

と同様のフラグを代入します。省略するとバイナリテープルに内蔵

されたフラグを参照します。

＜展開アドレス＞＜バイト数＞は 2バイトの整数で、バイナリシス

テムと同様の数値を代入します。 COPY形式の VRAMデータは上

位 1バイトを<x座標＞、下位 1バイトを<y座標＞として扱いま

す。省略するとバイナリテープルに内蔵された数値を参照します。

2.3.12 美味しい命令

MSX-BASICではなかなか難しい、かゆいところに手が届く小粒な命令です。

メモリ操作関連

CALL BLOCK 

機 能 ］メモリ内容をブロック転送します。



38 第 2章拡張 BASICリファレンス

書 式 ］CALL BLOCK(＜転送元アドレス＞，＜転送先アドレス＞，＜長さ＞）

解 説 ］＜転送先アドレス＞で示されるメモリからく長さ＞分をく転送先ア

ドレス＞ヘコピーします。

＜転送元アドレス＞＜転送先アドレス＞ともに、先頭に “@” を付け

ると VRAM指定になります。

＜転送元アドレス＞＜転送先アドレス＞に 65535以上の RAMのア

ドレスを指定すると、マッパ RAM指定になります。 65535＋く利用

可能なセグメント数＞ x16384が上限となり、これを超える値を指

定すると “Outof memory"エラーになります。

CALL PEEK 

機 能 ］RAMの1バイトの値を読みます。

書式 ］CALL PEEK(＜アドレス＞，＜変数＞）

解 説 ］ ＜アドレス＞で示される RAMを読み込み、＜変数＞へ返します。

くアドレス＞の先頭に“@”を付けると VRAM指定になります。

8000h未満の RAMは裏RAMになります。

CALL PEEKS 

機 能 ］メモリの連続したバイトの値を文字変数に変換して読みます。

書 式 ］CALL PEEKS(＜アドレス＞，＜長さ＞，＜文字変数＞）

解 説 ］ ＜ア ドレス＞で示されるメモリからく長さ＞分を読み込み、＜文字

変数＞へ返します。

くアドレス＞の先頭に項を”付けると VRAM指定になります。

8000h未満の RAMは裏 RAMになります。

各バイトは0~255の半角文字に変換され、 ＜文字変数＞へ返します。

CALL PEEKW 
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機 能 ］RAMの2バイトの値を読みます。

書式 ］CALL PEEKW(＜アドレス＞，＜変数＞）

解 説 ］＜アドレス＞で示される RAMから 2バイトを読み込み、＜変数＞

へ返します。

くアドレス＞の先頭に“@”を付けると VRAM指定になります。

8000h未満の RAMは裏 RAMになります。

2バイトの表現は “ザイログ式”に基づき、下位8ビット・上位 8ビッ

トの順で読み込み、＜変数＞に返します。

CALL POKE 

機 能 ］RAMに1バイトの値を書きます。

書式 ］CALL POKE(＜アドレス＞，＜数値＞）

解 説 ］ ＜アドレス＞で示される RAMにく数値＞を書きます。

くアドレス＞の先頭に “@” を付けると VRAM指定になります。

8000h未満の RAMは裏 RAMになります。

CALL POKES 

機 能 ］メモリの連続したバイトの値を文字変数から書きます。

書 式 ］CALL PEEKS(＜アドレス＞，＜文字変数＞）

解 説 ］ ＜ア ドレス＞で示されるメモリからく文字変数＞分を書きます。

くア ドレス＞の先頭に“@”を付けると VRAM指定になります。

8000h未満の RAMは裏 RAMになります。

＜文字変数＞の半角文字は文字コード (0"-'255)に変換されます。

CALL POKEW 

機 能 ］RAMに2バイ トの値を書きます。
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書式 ］CALL POKEW(＜アドレス＞，＜数値＞）

解 説 ］ ＜アドレス＞で示される RAMに2バイトのく数値＞を書きます。

ーくアドレス＞の先頭に “@”を付けると VRAM指定になります。

8000h未満の RAMは裏 RAMになります。

2バイトの表現はザイログ式に基づき、下位 8ビット・上位 8ビット

の順で書き込みます。

マシン語ルーチンの呼び出し

CALL CALL 

機 能 ］マシン語ルーチンをコールします。

書式 ］CALL CALL(＜アドレス＞ ［，＜ A >] [, < HL >] [, < DE >] [, < 

BC >] [, < IX >] [, < IY >]) 

解説 ］ ＜A>< HL ><DE>< BC>< IX>< IY>をそれぞれのレジ

スタに代入してくアドレス＞をコールします。

マシン語から復帰した状態のレジスタの値は DMシステム2のイ ン

フォメーションエリアに格納します。

<A>に16ビットの値を指定すると、上位 8ビットを Fレジスタ

に代入します。

マシン語ルーチンをコールした時点ではページ0はメイ ンROM、そ

れ以外のページはRAMになっています。

CPUモードの切り替え

CALL CHGCPU 

機 能 ］CPUモードを変更 ・獲得します。

書式 ］CALL CHGCPU ([ < CPUモー ド＞］［， く変数＞］）
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解 説 ］ ＜変数＞へ現在の CPUモードの数値を返し、 <CPUモード＞の

モードに切り替えます。＜変数＞の値は turboRと同名の BIOSと

同じ 1バイトの値です。

bit0,..__,1 CPUモード (O:Z80l:R800-ROM 2:R800-DRAM) 

bit2~6 無効

bit7 高速モード LEDの反映 (O:OFFl:ON) 

この命令は MSX2/2+/fMSXでは無視します。＜変数＞には 0を返

します。

マッパ RAM保護のため、 R800-ROMモードで駆動している状態で

DMシステム2をインストールすると、 R800-DRAMモードヘの変更

はできません。

ディスク／ファイル操作関連

CALL CHGDRV 

機 能 ］カレントドライプを変更・獲得します。

書 式 ］CALL CHGDRV(［＜ドライ プ番号＞］ ［，＜変数＞］）

解 説 ］カレントドライプをく変数＞へ返し、＜ドライプ番号＞に切り替え

ます。

くドライプ番号＞＜変数＞は 1~8でそれぞれ A:~H：を表します。

CALL FILES 

機 能 ］ファイル名を獲得します。

書 式 ］CALL FILES(＜検索ファイル＞，＜変数＞）

解 説 ］＜検索ファイル＞に該当するファイルを検索し、該当数をく変数＞

へ返します。

く検索ファイル＞はワイルドカードでの指定も可能です。

該当したファイル名は DMシステム2のワークエリアである 7AOOh

から 12バイト単位で格納します。実行後速やかに CALLPEEKS命

令や CALLBLOCK命令で取り出すようにしてください。
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CALL FSIZE 

機 能 ］ファイルのサイズを獲得します。

書 式 ］CALL FSIZE(＜フ ァイル名＞，＜変数＞）

解 説 ］対象ファイルのサイズが極端に大きいとき、＜変数＞が倍精度実数

型でないと “Overflow"エラーを引き起こす場合があ ります。

CALL LOAD 

機 能 ］ファイルの内容を強引にメモリヘ転送します。

書 式 ］CALL LOAD(＜ファイル＞， ＜転送アドレス＞ ［， ＜長さ＞］［， ＜オ

フセ ット＞］）

解 説 ］＜ファイル＞のくオフセット＞からく長さ＞分の内容をく転送アド

レス＞へ転送します。

＜転送アドレス＞の先頭に “@” を付けると VRAM指定になります。

く長さ＞は転送するバイト数で、省略するとファイル全体を転送し

ます。

くオフセット＞はファイルの先頭からのステップ値で、省略すると

ファイルの先頭 (0バイト目）になります。

CALL SAVE① 

機 能 ］メモリの内容をファイルに保存します。

書 式 ］CALL SAVE(＜ファイル＞，＜保存開始アド レス＞ ，＜長さ＞）

解 説 ］＜保存開始アドレス＞からく長さ＞分の内容をくファイル＞として

新規保存します。同名のファイルが存在する場合は、 古いファイル

の内容は完全に失われます。

く保存開始アドレス＞の先頭に“@”を付ける とVRAM指定になり

ます。
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CALL SAVE② 

機 能 ］メモリの内容を既存ファイルに更新します。9

書 式 ］CALL SAVE(＜ファイル＞，＜保存開始アドレス＞，＜長さ＞，＜オ

フセット＞）

解 説 ］ ＜保存開始アドレス＞からく長さ＞分の内容をくファイル＞のくオ

三角関数

フセット＞先へ追加保存します。

く保存開始アドレス＞の先頭に “@” を付けると VRAM指定になり

ます。

くオフセット＞はファイルの先頭からのステップ値で、メモリの内容

をファイルの任意位置へ書き込みます。対象ファイルの長さより大

きな値を指定すると、内容不定のデータ列で隙間が埋められます。

CALL COS 

機 能 ］コサイ ン関数 （余弦値）を獲得します。

書式 ］CALL COS(＜変数＞，＜角度＞，＜数値＞）

解 説 ］＜角度＞のコサイ ン値にく数値＞をかけた値を 2バイト整数でく変

数＞へ返します。角度は 360度で一回転します。

CALL SIN 

機 能 ］サイ ン関数（正弦値）を獲得します。

書式 ］CALL SIN(＜変数＞，＜角度＞，＜数値＞）

解 説 ］ ＜角度＞のサイン値にく数値＞をかけた値を 2バイ ト整数でく変数

＞へ返します。角度は 360度で一回転します。
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各種処理待ち

CALL INTWAIT 

機 能 ］DMシステム 2の各種割り込み処理が終了するまで待ちます。

書式］ CALLINTWAIT 

解 説 ］この命令を実行すると、割り込み処理がすべて終了するまでBASIC

の処理を中断します。

BGMのフェードアウトやVDPマクロの終了確認などの用途に便利

です。

待っている途中に区五り廿亙亘困〗を押すと強制的に BASIC の処理を
再開し、次の命令の実行に移ります。

CALL PAUSE 

機 能 ］1/1000秒単位のウェイトをかけます。

書式 ］CALL PAUSE(＜時間＞）

解 説 ］機能的にはturboRのCALLPAUSE命令と同等です。＜時間＞は

整数で指定し、＜時間＞X1/1000秒間何もせずに待ちます。

MSX2/2+ /fMSXでは待ち時間が 1/60秒単位となるように自動的に

換算します。端数は四捨五入となります。

待っている途中に区五}せ戸豆回を押すと処理を中断します。

CALL VDPWAIT 

機 能 ］VDPコマンドの処理が終了するまで待ちます。

書 式 ］ CALLVDPWAIT 

解 説 ］VDPの処理が終了するまで何もせずに待ちます。

待っている途中に匝五り廿亙区匝〕を押すと処理を中断します。
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CALL WAIT 

機 能 ］1/60秒単位のウェイトをかけます。

書式 ］CALL WAIT(＜時間＞）

解 説 ］ ＜時間＞は整数で指定し、＜時間＞X 1/60秒間何もせずに待ちま

す。

待っている途中に色五リ廿亙亘団}を押すと処理を中断します。

文字列の小文字→大文字変換

CALL UP・PER 

機 能 ］文字列中の小文字英数を大文字に変換します。

書式 ］CALL UPPER(＜文字変数＞，＜文字列＞）

解 説 ］ ＜文字列＞を大文字に変換して、＜文字変数＞に代入します。

グラフィヅクアキュームレータの設定

CALL XY  

機 能 ］グラフィック使用時の座標を設定します。

書式 ］CALL XY(< X座標＞，＜Y座標＞）

解 説 ］単なる座標設定で、MSXシステムワークの“グラフィックアキュム

レーダ’へ座標を書き出します。

DMシステム 2の漢字表示機能を利用する際、この命令でく Y座標

＞に 0未満か 256以上の数値を設定しておくとC、アクテイ プページ

以外のページを設定する ことができます。
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